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肝不全に おける単　膜濾過法 と血液透析法 との 併用療法
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L　肝不全 に おけ る血漿交換療法 の 意義
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2．肝 性脳症 の 原 因
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表 1　血 漿 交換 と血 液 透 棉 并用 療法の 意義

1 ．ク エ ン 酸 中毒の 防 止

2 ．電 解質，酸 塩 基平 衡 の 是 正

3 ．体 液量 の 是 IE

4 ．体内蓄 積物質 の 除去

←

図 1　単
一
膜濾過法 と 血液透析の 併用法
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　新鮮凍結血漿 内に は，多量 の Na や グ ル コ ース も含

ん で い る た め に 体 内 へ の Na の 負荷や 高血糖の 原因 に

もな る．また 同時 に GI療 法や利 尿剤 が 投与 され て い

る場合 は容 易 に 血 中電解質濃度 が 変化 し う る． こ れ ら

は ， 血 液透 析を併用 す る こ と に よ り容易に 正常化す る
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5．抗 　凝 　固　剤

　肝不全 で は出血傾 向の 状 態 に あるため，体外循環 に

用 い る 抗凝 固剤 は nafamostate 　 mesilate （Futhan ）を

使用す る．投与量 は ， 30か ら 50mg ／hrと し，血 漿分離

器 の TMP や返 血 後 の 残 血 の 状態 に よ り適宜増 減す
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　透析液 は ， 市販 の 人 工 腎臓 用透析液 を べ 一
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は 140 〜143mEq ／1，　 K は 3 ．G〜4 ．OmEq 〃，　 Ca は

3．0〜3．5mEq 〃，　 Mg は 1．OmEqfl ，ブ ド ウ糖 は 100
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　肝不全 に対す る単
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膜濾過法 と血 液透析併用療法 に

お け る 副 作用 と し て は ， 単
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膜濾過 法 で 従来 か ら い わ

れ て い る よ うな溶 血，回路 内凝 固，血圧低下，ア レ ル

ギ ー，悪 寒，発熱 な ど以 外 に 特徴 的 な こ と は な い と思

わ れ る．た だ 血液透析が連結 さ れ た た め に，ダ イ ア ラ

イ ザーで の Futhan 除去 が 加わ り ， 単
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で 施行 す る よ りも回路 内凝 固 に 注意 す る必要 が ある程

度で あ ろ う．
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